
＼デジタル技術の活用とデジタル田園都市国家構想に係る
取組の推進を目指して／

第6回大船渡市デジタル創生
研究プロジェクト・チーム会議

12/2(⾦) am9:30〜



＼ 次 第 ／
１ 開 会
２ 内 容
(1)おおふなと版デジ田交付⾦活用モデル（案）の発表
（各グループごと）

(2)デジタル推進アドバイザーから
(3)その他

▶次回会議予定 12/20(火) 9:30〜@地階大会議室
３ 閉 会



＼ 発表ルール ／
①各班の発表は15分程度。ただし、時間の前後はＯＫで、
その後、質疑を受ける。

②タイトルは「おおふなと版デジ田交付⾦活用モデル（案）
〜○○班〜」と表⽰

③ペーパーレスで大型モニターを使い、全員が前に出て発表
④アプリは、パワポでも、Excelでも、Wordでも何でも可
⑤発表資料はUSBに格納の上、当日会場に持参のこと。ただ
し、パワポ以外の場合は、PDFファイルに変換のこと。

⑥当日は動画・写真を撮影予定
→後日、マスコミ投げ込み、Twitterなどで共有



令和4年度⼤船渡市デジタル創⽣研究プロジェクト・チーム会議⽇程（予定）
■PT会議のテーマ
▷年内は、次のとおり開催予定で、年明けは改めて⽇程を調整︕
▷今年度、❶デジ⽥交付⾦の申請まで結び付ける案件と、❷次年度に申請まで結び付ける案件に切り分け、取組を推進

第1回
9/20(火)
14:00〜

@地階大会
議室

第2回
10/14(⾦)

9:30〜
@議員控室

内容等 日時等日時等

第3回
11/2(水)
9:30〜

@議員控室

第4回
11/15(火)

9:30〜
@第1会議室

内容等

・市⻑訓⽰
・プロジェクト・チームのねらいと役割等、デジタル田
園都市国家構想

・他市町村の先進事例等
▷各回、デジタル推進アドバイザーによる助言

・グループワークにより、俯瞰的に当市の課題を抽出
・そのための解決のアイディア出し
・①そもそも課題となっているか、②課題解決が市⺠のWell-
beingにつながるか、③Sustainabilityにつながるかーといっ
た視点から振り返り

・必要に応じて、担当課職員にも同席してもらい、当市
の課題を深掘り

・解決のためのアイディアのブラッシュアップ
・同様の先進事例を”学ぶ””深める”

・担当課職員にも同席してもらい、アイディアの更なる
ブラッシュアップ

・同様の先進事例を”深める”→①課題解決が市⺠のWell-
beingにつながるか、②Sustainabilityにつながるかーの視
点で振り返り

・おおふなと版デジ田交付⾦活用モデルの導⼊検討

・担当課職員にも同席してもらい、アイディアの更なる
ブラッシュアップ

・同様の先進事例を”深める”→①課題解決が市⺠のWell-
beingにつながるか、②Sustainabilityにつながるかー
の視点で振り返り

・おおふなと版デジ田交付⾦活用モデルの導⼊検討

第5回
11/25(⾦)
13:30〜

@議員控室

第6回
12/2(⾦)
9:30〜

@第1会議室

第7回
12/20(火)

9:30〜
@地階大会

議室

・おおふなと版デジ⽥交付⾦活⽤モデル（案）の検討
→各グループごとにモデル（案）を発表
・先進事例を”深める”
→当市での実現可能性の検討、次年度申請に向けての課
題整理等

・おおふなと版デジ⽥交付⾦活⽤モデル（案）の整理
→今年度申請に向けてのラストスパート
・先進事例を”深める”
→当市での実現可能性の検討、次年度申請に向けての課
題整理等

12/16(⾦)
15:00〜
@応接室

・大船渡市⾏政経営推進会議
→デジタル創生研究プロジェクト・チームによる検討結

果の報告（第一次報告）

4

11/29の庁議で
PTの活動を報告

【予告】磯崎Adv.による「レゴシリアスプレイ」の研修・ワークショップ
1/26(木)@地階⼤会議室で開催予定



＼ デジタルよろずトーク＆相談 ／
・磯崎靖彦・大船渡市デジタル推進アドバイザーからお話
をいただいた後、デジタルに関する相談を受け付ける“デ
ジタルよろずトーク＆相談”（通称“デジよろ”）を開催。

・相談内容はフリーで、例えば、「⾼齢者向けスマホ教室
を開催したいが予算がない」「デジ田交付⾦を活用して
○○を導⼊したいが、どのような⾁付けが必要︖」
「googleを使って○○をやりたい」といったように、幅
広に、かつ、やさしく相談を受け付けます︕

・ “デジよろ”は、次回以降もPT会議終了後に毎回開催し
ます︕


